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情報循環 
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共有 

収集 

利用 
 

公開 

創造 

 情報は過去の情報を利用して作られる 

 無から生じない 

 収集 -> 利用・創造 

 情報の価値は利用されてこそ生じる 

 使われない情報には意味がない 

 利用・創造 -> 公開 

 情報の共有は社会の基盤 

 情報流通は社会の健全性の源 

 公開 -> 共有 -> 収集 
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情報循環におけるアーカイビング 

& 

共有 

収集 

利用 
 

公開 

創造 

アーカイビング 

 途切れたループ 

 （利用のための）共有の欠
如 
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セマンティックWeb 
Webの全情報の構造化 

Linked Data 
データのみの構造化 

セマンティックWeb 

 これまでのWeb（HTML) 

 人による理解のための情報として記述 

 コンピュータによる処理は苦手 

 セマンティックWeb 

 人とコンピュータ双方が利用できる情報として記述 

 方法 

URIによる共通基盤 

メタデータによるデータの記述 

オントロジーによるメタデータの構造化 
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Linked Data 

 Linked Dataとは “Web of Data” 

 RDFで公開されるデータ 

 外部から参照可能 

 Linked Dataのための4条件 

 事柄の名前にURIを使うこと 

すべてのモノ，コトにURIを！ 

 名前の参照がHTTP URIでできること 

DOIとかいったURNは使わないでね 

 URIを参照したときに関連情報が手に入るように 

理解可能なデータを提供してね． 

 外部へのリンクも含めよう 

Webのようにリンクでつながるデータを作ろう 

Linked Data, TBL, http://www.w3.org/DesignIssues/LinkedData.html 

標準化されたフォーマット 

相互にリンクできる 
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LOD Cloud 

(Linking Open Data) 

6 



Hideaki Takeda / National Institute of Informatics 

Linked DataとMLA 

 大規模中央図書館が書誌・典拠をLODとして公開 

 国立国会図書館 

 大英図書館 

 米国議会図書館 

 図書館コミュニティは先導的活動 

 美術館・博物館はこれから 
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LODAC Project 

 学術リソースのためのオープン・ソーシャル・セマンティッ
クWeb基盤の構築 

 2010年4月開始 

 Linked Dataの基盤をつくる 

 実際にデータを集め利用可能にする 

 現在興味をもっている分野 

 美術館・博物館情報 

 地理・地名情報 

 ローカル情報 

 生物種情報 

 … 
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LODAC-Museum (仮) 

 日本の美術館・博物館情報の現状 

 分散 

各館で維持 

孤立 

 透明性がない 

各館それぞれで設計 

ばらばら 

 美術館・博物館情報を集めて関係づける  

 LODAC-Museum (仮) 

 

9 



Hideaki Takeda / National Institute of Informatics 

 

10 



Hideaki Takeda / National Institute of Informatics 

2010 2008 

13 million objects 

28 data aggregators 

1500 participating institutions 

200 partners 

35 FTE’s 

21 projects 

1 million visits in 2010 

30,000 My Europeana signee 

Stable portal 

Open Source Code  

EuropeanaLabs 

Public Domain Charter 

prototype operational service 

Jill Cousins,  Europeana Overview, Europeana Open Culture 2010 

http://version1.europeana.eu/web/europeana-plenary-2010/presentations 
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http://lod.ac/  (2010年12月11日オープン) 12 
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LODAC Museum – 主たる作業 

 データの収集 

 シソーラス、博物館・美術館情報など 

 データの標準化 

 異なる情報源からのデータを統一的なフォーマットで表現 

 データの集約 

 データの同定 

 同一データの統合 

 公開 
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メタデータ設計 

 基本構造 

 作品 – 作者 – 収蔵館 

 専門的正確さより相互運用可能性、簡便性を優先 

 DC> DCTerm> FOAF> iCal >SKOS>NDLSH> RDA> CIDOC 

CRM 

 Keep it flat as long as possible 

 

 

PREFIX URI   

crm http://purl.org/NET/cidoc-crm/core# 

dc http://purl.org/dc/terms/ 

dc11 http://purl.org/dc/elements/1.1/ 

foaf http://xmlns.com/foaf/0.1/ 

skos http://www.w3.org/2004/02/skos/core# 

rdfs http://www.w3.org/2000/01/rdf-

schema# 

ical http://www.w3.org/2002/12/cal/ical# 

rda2 http://RDVocab.info/ElementsGr2 

lodac http://lod.ac/ns/lodac# 

lodac:Work  Property(一部項目省略) 
資料分類 lodac:genre 

文化財 lodac:culturalAssets 

制作者 dc:creator / dc11:creator 

国籍 crm:P7_took_place_at 

作品名 dc:title / skos:prefLabel 

作品名読み dc:title @ja-hrkt / skos:altLabel 

作品名英語 dc:title @en / skos:altLabel 

銘文 crm:P62I_is_depicted_by 

印章 crm:P65_shows_visual_item 

員数 crm:P57_has_number_of_parts 

コレクション dc:isPartOf 

制作年 dc:created 

推定始年 lodac:estimatedStartYear 

材質 dc:medium / crm:P45_consists_of 

メタデータ要素 

作品: 46 

作者: 23 

組織： 13 

書誌： 12 
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統合のポリシー 

 どうやって異なる情報源の情報を統合するか  

 責任の分担 

各情報源はその情報に対する責任  

 LODACは単にIDを同定して管理。 

LODACは統合の部分だけの責任 

 LODAC IDを各情報源IDに関連づける 

Data from Source B 
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Integrated data 

dc:references dc:references 

dc:references dc:references 

dc:references dc:references 

dc:creator 

dc:creator 

crm:P55_has_current_location crm:P55_has_current_location 

crm:P55_has_current_location dc:creator 

Data from Source A 

Work 

Museum 

Creator 
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例：作者情報の統合 

 作者情報統合の手順 

 統合元：日本美術シソーラス絵画編 

 統合対象：各情報源データ中の作者情報 

 統合元：文字列マッチング 

 作品情報中の作者と作者ノードを関連づける    
LODAC data 

Link to Work 

DBpedia 

Basic Information 

 for Creators 

Links 
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統合情報 

(作品)一
覧 
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WikiPediaの 

解説分を引用！ 
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日本美術シソー
ラスの情報，専
門性が高い 
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徳島県立美術館 日本美術シソーラス 国指定文化財データベース  

国立東京近代美術館 福井県立美術館 
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LODAC Museumのデータ 
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情報源 情報種別 データ数 

国立美術館(西美を除く3館) 作品 25180 

国立西洋美術館 作品 4373 

京都国立博物館 作品 5819 

奈良国立博物館 作品 431 

福島県立美術館 作品 20 

栃木県立美術館 作品 32 

秋田県立近代美術館 作品 22 

岩手県立美術館 作品 1558 

徳島県立近代美術館 作品 18482 

山梨県立美術館 作品 262 

東京都現代美術館 作品 5416 

香川県立東山魁夷せとうち美術館 作品 266 

日本美術シソーラスDB 作品 3800 

日本美術シソーラスDB  人物 1332 

日本美術シソーラスDB グループ 289 

日本美術シソーラスDB 所蔵館情報 648 

文化遺産オンライン 所蔵館情報 915 

国指定文化財データベース 作品 10115 

合計 103096 

総データ数 特定項目キーの単純文字列統合実験結果 

統合項目 情報源 データ数 統合数 

所蔵館名 日本美術シソーラス 648 77 

文化遺産オンライン 915 

国宝・重文 

資料タイトル 

日本美術シソーラス(作品) 3800 74 

国指定文化財DB(作品) 10115 

作者名による 

資料タイトル 

日本美術シソーラス(人物) 1332 15020 
各館(作品) 61861 

作者名 日本美術シソーラス(人物) 1332 615 
各館(作品) 61861 

 

「国宝・重文」 

日本美術シソーラスに略称のタイトル表記が多く， 

単純文字列マッチでは少ない値となった 

 

 

「機械処理による可能性」 

複合的な項目に対して複数アルゴリズムによる抽出 
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LODの発展の方向 

 様々な分野のデータがつながること
でデータの新しい価値 

 一つの主題に関わる情報集約 

 例）作者↔作品↔各地の所蔵館↔地域
情報 

 一つの場所に関わる情報集約 

 例）地名↔地図↔観測データ↔論文 

 例）地名↔地理↔古地図↔古文献 

 様々なコミュニティからの情報の集
約 

 例）Wikpedia ↔論文↔ データサイト 

 集合知とのつながり 

 ユーザが入力する情報との統合 

 

 

ミュージアムLOD 

地域情報LOD  
学術論文、データ 

地理LOD 
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例 

 仏と題名された作品を持つ神社とその作品名一覧 
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例 

 ○○という技法の作品の年代で幅広くおいているとこはど
こ？ 
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ユーザによるアノテーション 
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まとめ 

 Linked Dataは情報共有の新しい方法。 

 Metadataはより重要になっている。 

 情報の蓄積・公開は共有・利用と一緒になってこそ価値があ
る。 

共有 

収集 

利用 

 

公開 

創造 32 


